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研究成果の概要（和文）：本研究は、以下のことを明らかにした。
（１）学習者の理解の深化に資するものとするために、理解するための方法と、それを用いて得られた成果や
〈喜び〉とを関連づけて対話する学習評価が効果的であること。（２）そうした学習評価は、学習者の欠点を探
したり、競争を煽ったりするのではなく、〈称賛的な見方〉を基盤としたものであること。（３）また、そうし
た学習評価は、教師と学習者、学習者同士が互いのことを信頼し合うなかで営まれるものであり、〈信頼〉を核
としたものであること。（４）こうした学習評価を大切にして継続的に行っていくことにより、学習者が〈自立
した学習者〉へと成長していくことにつながること。

研究成果の概要（英文）：This study clarified the following.
(1) In order to deepen student's understanding, it is effective to conduct dialogic reading 
assessment where teacher and student talk about comprehention strategies were associated with the 
results and  joy of reading obtained by using it. (2) that such reading assessments are based on 
admiring lens rather than looking for students' faults or encouraging competition. (3) In addition, 
such reading assessment should be carried out in the context of trust between teacher and students, 
and among students themselves, and should be based on trust. (4) By valuing and continuously 
conducting such  reading assessment, students would grow into independent learners.

研究分野：教科教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
情報が氾濫している現代社会において、主体的に言葉に向き合い、ゆたかに深く思考・判断・表現することが求
められている。本研究は、こうした「読むこと」の資質・能力を育成する上で必要な教育評価について検討し
た。
本検討を通して、継続的な対話的な学習評価を実践していくために必要なもの、またその具体的な道筋を描き出
すことができた。本研究で得られた知見は、国語科教育研究で課題とされてきた自立した読者の育成に資する教
育評価法を提示した点に学術的意義がある。また本研究で得られた知見は、これからの時代に必要な資質・能力
を育み、時代を生き抜く自立した読者の育成することに寄与するという点において社会的意義を有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
これまで読むことの教育において、〈自立した読者〉の育成が最大のねがいであることが提案
され、そうしたねがいを実現するための学習指導法が開発されてきた。しかし、一方で、わが国
の読むことの教育評価法が十分に開発されてきたとは言いがたい現状にある。とりわけ、読書中
の思考・判断・表現を確かに見とり、読むことにおける深い学びの実現に資する評価法、そうし
た読むことの学びを通して得られる充実感や読書中の内的な葛藤を生かし、読書意欲の向上に
つながる評価法がいまだ十分に開発が進んでいない。また、評価主体も教師に限定されがちで、
読むことの教育評価は、いまだ教師から学習者へという「伝達モデル」に依拠したものと捉えが
ちであり、学習者の教育評価実践への参加が十分に果たされていないのが現状である。 
また現代社会は、メディアなどの急速な発展にともない、情報にあふれている。そうした状況
において、言葉に主体的に向き合い選択し、解釈したり批評したりしながら再構成し、新たな価
値を創造していく力を養う必要がますます重要になってきている。 
これらのことを背景として、国語科において、〈自立した読者〉の育成に資する効果的な教育
評価法の開発が喫緊の課題となっていると考えた。とくに、教師と学習者が共同探究者となり、
学習者の成長物語を紡ぎ出していく教育評価、学習者が自らの読書行為を振り返り、次の一歩踏
み出すための計画を構想・実践していくのを支える教育評価を開発していく必要があると考え
た。 

 
２．研究の目的 
 こうした背景を踏まえ、読むことの教育のなかでの教師と学習者、学習者同士の対話に着目し、
そこで読書中の思考・判断・表現、あるいは読書意欲や読書にまつわる内的葛藤、さらには読書
を通して学習者が得る成果や〈喜び〉を対象とした教育評価法の意義を明らかにしていきたい。
そこで、本研究は、読むことの教育において、学習者が主体的に理解を深化させていく学びの生
成・充実に資する教育評価法を解明することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
上述の研究の目的を達成するために、国内外の文献調査と実践データの分析をもとに本研究
を進める。まずは、文献調査を通して、国内外の教育評価ならびに読むことの教育の動向を把握
し、それらをもとに本研究の枠組みの構築を目指す。次に、実践データの分析を通して、先の文
献調査における検討を通して構築した枠組みをもとに、具体的な評価実践の分析を行う。最後に、
文献調査と実践データの分析をもとに見えてきたものをもとに、読むことの教育における対話
的評価のモデル化を図る。 
 
４．研究成果 
本研究では、まず米国で展開されている理解方略指導の現状を探った。エリン・オリバー・キ
ーン、ジェニファー・セラヴァロ、マリリン・プライルといった、近年米国において読むことの
教育実践に対する積極的な発言が見られる教育実践家らの所論を取り上げ、検討した。これらの
検討を通して、大人読者・熟達した読者が用いる理解方略をドリル学習のように教えるのではな
く、大人読者・熟達した読者が実際に理解方略を用いる文脈、すなわちほんものの読むことが行
われる場を創り出し、そうした場で学習者が読むことの課題に取り組む中で理解方略を教え、使
えるようにしていく必要があることを確認した。また、学習者のほんものの読むことの学習を支
え、その中で理解を深化させることができるようにしていくうえで、教師の見とりとフィードバ
ックがきわめて重要なものであることを確認した。 
次に、米国のリテラシー研究者であるジェフリー・ウィルヘルムの一連の研究を手がかりとし
て、検討を行った。ウィルヘルムは、教師が「伝達モデル」にもとづく学習指導を展開していく
のではなく、学習者とともに協働しながら学習指導を創造することが、学習者がほんものの読む
ことの学習に取り組むうえで重要な意味をもつと主張している。その際、ウィルヘルムが重視し
たのが、学習者の〈声〉にしっかりと耳を傾けること、対話を通した形成的評価を機能させてい
くことであった。合わせて、ウィルヘルムは、１０相からなる〈読者反応〉とともに、5種類の
読むことで得られる〈喜び〉をまとめていた。検討を進めていくなかで、ここでウィルヘルムが
提案した〈読者反応〉と〈喜び〉を関連づけて対話的評価を行うことが認知的な側面と社会情動
的な側面も合わせた教育評価のひとつのモデルになるのではないかという見通しをもった。 
さらに、この点に関連して、米国のリテラシー教育コンサルタントであるグラビティー・ゴー
ルドバーグの所論の検討も行った。ゴールドバーグは、読むことの教育評価において認知的な側
面のみを取り立てると、どうしても「できる／できない」という見方、さらには学習者たちの「欠
点を探す見方」が優勢になることを問題視した。こうした状況に陥らないためにも、重要なのが
近年米国で重視されている「長所にもとづく学習指導」という発想である。そうした発想をもと
に〈自立した読者〉を育成するうえで重要になるのが、学習者が読むなかで行っていることしっ
かりと看破し価値づけるということである。これはゴールドバーグの言葉を借りると〈称賛する



見方〉にもとづく教育評価を実践していくことである。 
こうした検討を踏まえたうえで、「読むこと」の学習指導のなかで対話的評価を実現するため
の要件を探るため、米国のリテラシーコンサルタントであるケイト・ロバーツ、ならびにジェニ
ファー・スコッギンとハンナ・シュネーウィンドの所論を検討した。これらの検討を通して、対
話的評価は、学習指導の改善のための評価であることを改めて確認した。それとともに、そうし
た対話的評価は、教師と学習者双方が十分な参加を果たした評価実践の場で実現されるもので
あるとの知見を得た。これは、スコッギンとシュネーウィンドの言葉を借りれば〈信頼〉を核と
した教育評価実践であるということになる。そこで、教師は読むこと、あるいは学習者一人一人
についての専門家であるという認識のもと、学習者と真摯にかかわることが求められる。そうす
ることで、教師と学習者の間には〈信頼〉関係が生まれる。またそうした〈信頼〉関係が生まれ
強くなっていくことで、〈自立した読者〉へ成長していくことをめざす教室文化が生まれるので
ある。ここでの検討から、読むことの教育において、教師と学習者が協働しながら、「学習のた
めの評価」や「学習としての評価」が十分に機能するような場の創造が実践的な課題であるとい
うことが明らかになった。 
ここまでの検討を踏まえ、読むことの授業実践データの分析を進めた。この分析作業を通して、
①教師と学習者が協働して、学習者の成長物語を紡ぎ出していく様相を確認することができた。
②またそれらは教師が学習者が行った読書行為を見とるだけでなく、その理由も含めて〈称賛す
る見方〉を働かせて教育評価実践を進めていること、③そうした対話的評価を実践するうえでは、
教師と学習者、学習者同士の〈信頼〉を核にあることを確認した。④さらに、こうした対話的評
価を継続的に実践することにより、学習者のうちに読む力を培かうのみならず、読者としての自
覚や自尊感情が育まれていくこと、すなわち〈自立した読者〉の育成に資するということが実践
的に確認できた。そして、これらをもとに、〈自立した読者〉の育成をめざすうえで、学習者が
主体的に言葉に向き合い理解を深化させていくのを支える教育評価のモデル化を図った。 
以上のことを踏まえ、本研究では、以下の 4つのことを明らかにすることができた。 
（１） 学習者の理解の深化に資するものとするために、理解するための方法と、それを用いる
ことで得た成果や〈喜び〉とを関連づけて対話する学習評価が効果的であること。 

（２） そうした学習評価は、学習者の欠点を探したり、競争を煽ったりするのではなく、〈称賛 
的な見方〉を基盤としたものであること。 

（３） また、そうした学習評価は、教師と学習者、学習者同士が互いのことを信頼し合うなか
で営まれるものであり、〈信頼〉を核としたものであること。 

（４） こうした学習評価を大切にして継続的に行っていくことにより、学習者が教師に導かれ
たり仲間と一緒にさまざまな理解方略を試行錯誤したりしながら、読むことの喜びを得
ることを大切にする文化が生まれ、学習者は〈自立した学習者〉へと成長していくこと
につながること。 
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